
　

開始年度　　　昭和 45

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

95

将来目標

80

「実績」
縮小図る

71 76

75

単位

％

人・団体

目標値 70

95

H28目標値

34 86

Ｈ 26 Ｈ 27

7,011

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

　所沢市表彰には、功労表彰及び善行表彰の2種類があり、基準に基づき市各部署からの推薦を受け、被表彰者選考委員会を経て被表彰者を決定する。
　功労表彰は、市㔟の振興発展に貢献したもの、社会福祉の向上に寄与したもの、児童及び青少年の健全育成に寄与したもの、保健及び生活環境の改善向上に
寄与したもの、交通安全又は防犯活動に寄与したもの、消防又は防災の業務に寄与したもの、産業又は経済の振興に寄与したもの及び教育、文化又はスポーツ
の振興に寄与したものを表彰する。
　善行表彰は、市民の模範となる善行をしたもの、公益のため多額の私財を寄附したもの及びその他特に表彰に値すると認められるものを表彰する。
　平成27年度は、11月14 日に市庁舎8階大会議室にて表彰式を行い、功労表彰77 名、善行表彰3名・6団体を表彰した。

基本
方針

1,2947,705

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9022
担
当
部
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
所沢市表彰規則

部課コード 010100 ℡

法定受託＋附加

事業コード
所沢市表彰事業

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

010101

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

秘書室

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 庶務グループ

教育功労者表彰、技能功労者及び障害者雇用優良事業所表彰事業

■ □ □

年度

86

→

事業の種別

地方分権節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

昭和45年の市制施行20周年を機に、社会福祉や自治振興など様々な分野で市勢振興にご尽力いただいた活動の顕著な方を表彰し、その功
績を称えることとした。以降、毎年表彰を行なっている。

総合計画の体系 章 行財政運営 自治体間の連携を推進します

人・団体

人・団体

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

1,602

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市勢の振興に貢献し、又は市民の模範となる活動をした個人・団体 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

政治、経済、福祉、教育、文化、スポーツ等、様々な分野で市勢の振興に寄与する市民活動を促進するために、活動の顕著であった方々を表彰し、市勢振興への
貢献に対し感謝の意を表する。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

34

7,705

人） （

0.75 人 6,495

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

7,011

一般財源

平成 26 年度

（

28

1,100

（

27 年度平成

6,541

（千円） 年度 （千円）

1,294

470 1,210

（千円） 平成

人・団体

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.75 人

表彰式出席者数 表彰式出席者数（個人・団体） 60

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 

⑥
成
果

21

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

被表彰者数 被表彰者数（個人・団体）

％ 達成率 89 100

　 項目名 項目説明

成果指標 表彰式出席率

継続

被表彰者の選考基準について、市民の市勢振興への寄与を奨励するため、表彰の制
限を緩和するなど改善を図っている。

70

実 績 62 70
表彰式出席者数÷受章者数×１００

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

秘書担当理事　北　健志

終了

次年度予算

評価日 H28.7.28 評価者職氏名

理由 選考委員会などで課題となった点などについて検討していくため。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 次年度は受章者の人数の大幅な増減はないと見込まれるため。拡大 縮小

無

無

被表彰者へのご案内状の送
付

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

引き続き、出席者が参加しやすい環境づくりに努めるとともに、他の表彰等
との関係やあり方について研究したい。

・市表彰の開会前の待ち時間に所沢市をPRするビデオを流し、受章者にご覧いただい
た。
・受付を表彰の部門の人数に合わせた配置にして、スムーズな案内に努めるとともに、
職員の配置も無駄を省き、応援職員の人数を抑えた。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

※「財源内訳」について


